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浜松の火災と気候要素との関係について

小池通敏様 佐々倉航 ..Jjs

浜松市消防本部から出されている'消防統計書， による火良質料 と浜松測候

所で観測された気象量輯とによ。て療記の問題を調査 Lた.第 1表は浜訟にお

ける昭和 21-2 9年0)9年問。火提件数{小火をも含む)の年変 化 {平均 )

である.

第 1 表

1 2 3 ...・5 6 7 8 9 . .10 . 11. 12 肝平均
91 ~4 ~O ~4 '4 '6 ~9 '1 ~6 ~1 . 83 74.7 6.2 

~ 上表によれば火良は冬草から春先 きにかけて多く .夏季から秩口にかけては

少 い.これは第 Iには火気の使加が亙に少な く専に多い こと の必然的な結果で

はあるが，それだけでは駄 口の 9月が最小にな っていることや .3 • 4月頃が

12. 1月頃より も出火が多い ζ となどが説明 きれない.そこで第 2fIJ趨由と し

て気候条件が考えられる.浜松におけ る気候はおおむね表日本 型を現わし .車

苧は比叡的に鼠が弱くて湿度が直;く ，冬季は ilg寄りの風がかな り強 〈て 湿度が

低い のである。

そこでまづ火災件数と平均風速の年変化とり関係を麟ベてみよう。第 2表は

浜松における上記 9年間の平均風速(米/秒) の年度化である.

第 2 表

1 2 3 4 5 . 6 7 8 9 10 11 12 平均

46 4.7 4.1 3.5 3.4 3.0 2.8 3.0 3.0 3.5 4.5 3.7 

8月 に極小を示す. 第 1表。火111.件数の

年度化之平均風速の年度化との相関係数を求めると IICのようになり.両者間に

はかなりの相関が飽め られる .

r=+0.71 +0.10 

款に空気が乾燥する陪ど火民が発生しやすいわけであるから .湿度の代 りに

( 1 0 0 -湿度)をとり.その年変化を示せば第 3表四 ょうである.
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3 表

8 7 8 9101112  

38.4 36.3 29.9 24.3 17.3 15.4 17.8-.-19.4 25.0 29.7 35.4 27l 

( 1 0 0 .-湿度}は相対乾度とも仮称すべき量であるが .2月が極大で .7 

月が極小に危っている.こ白量と火民件数の年度化とり相関係数を求めると次

のようになり，上記平均風速の年変化よりもやや大きい相闘が飽められる.

r=+0.7 4 :!:.o.O 9 

更に風速と仮称相対乾度とり相冊樹を求めると第 4表りようになる.

第

1 2 3 4 5 

4 

6 

表

7 8 9 10 11 12 平均

177 171 123 8559 46 50 58 '15 104 159 106 

こり置と火災件数の年変化之の相関係数を求めると次のようになり，平均風

速.相対乾度二審別々の場合よりも更に大きい相関係数の値を得る。

r = + O. 7 5士0.09 

次に浜松における時刻 ~IJ 出火件数(日変化)を昭和 Z5 - 2 9年の統計から

示せは下表のよ うにな る.

。1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 15 14 
1.8 2.8 3.6 2.4 1.1 1.6 22 3.0 52 7.0 6.4 72 5.4 8 . .0 

15 16 17 18 19 初 21 22 

72 72 92 5.6 4.4 5.( 5.4 3D 3.4 4.65 

昼間(6 -1 8時)のものが 6 2 ・ 3~ で約 2/3 ・夜間りもりが 3 7・7骨

で約 1/3であり .昼間に火毘が多いりは人間活動白必然的な結果として大を使

うことが多いのに起因する σ 昼間の中でも 14 - J 7時頃にひん {頻)度 が大

きいのは 1日中でそり頃が風速が最も大き < .湿度は最も小さくなゐからであ

る。夜間は一般に火災が少く，明け方に最小を 示すりは在明け頃に風は 1日中

で最も弱< .湿度は最も高いからであり.出火件数の日変化と同僚に気候要素

たる平均風速や平均湿度と密接な関係を有することがうかがえるので，ある.

なお火災件数の全国 1年の平均は約 18..0 e 0件で 1日平均約 49・3件で

あり.人口 10万について I年に約 22・4件の割合になっている.当時四人

口約 25万の浜松市の火見件数を この割合で推定すれば 1年約 56件 kなる 勘

定であるが ，事実は約 75件であって全信平均をはるかにうわまわっているりである.
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